
（別紙３）

～ 2024/11/25

（対象者数） 11名（兄弟組２組） （回答者数） 11名（兄弟組２組）

～ 2024/11/16

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

人数が増加しても対応できるように、支援者のス

キルアップを図り、より丁寧な支援と情報共有を

進めていく。

2

当事業所の雰囲気を大切にしつつ、安全面、衛生

面に気をかけながら、利用者様それぞれが楽しく

過ごせる場を提供できるように更なる改善を進め

ていく。

3

利用者様の達成感を味わえるプログラムを設定し

て、成長を一緒に共感できるような活動を考え、

支援者同士で話し合いながら設定を進めていく。

また、実施後の振り返りを行い、利用者様にプラ

スとなる活動の提供を進めていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

実施する内容を把握し、どのような手順で進めて

いくかを他事業所様の取り組みを参考に話し合

い、実施出来るように進めていく。

2

更新時アセスメント時などに当事業所の取り組み

等を報告する場を設ける。また、通信などの書面

やSNSなどの媒体を利用し、リアルタイムな情報

発信できるように進めていく。

3

当事業所より定期的に関係機関と連絡を密にとる

ようにして情報の共有及び連携を進めていく。ま

た、地域との関わりを持つため、地域イベント等

の参加を視野に関わりの場を多く持てるようにし

ていく。

少人数により細やかな関わりを持つことが

出来る。

受け入れ人数を調整して、利用者個々に関わる時間

を多く持てるような体制を組んでいる。利用者様の

特性を把握し、支援者誰もが統一した対応が出来る

ように、その都度確認しながら取り組んでいる。

アットホームな雰囲気の中、利用者様が

ゆっくりと余暇を楽しめる。

利用者それぞれの好みを把握し、ゆったりと余暇活

動を楽しめる環境を整えている。また、好きな遊び

の傾向を参考に新たな遊びの提供も行っている。

買い物やクッキング、お出掛けなど色々な

経験が出来るプログラムを考え実施してい

る。

支援者同士でプログラムを相談して決めている。過

去の実施状況を基に活動内容を選択しつつ、生活し

ていく上で必要なスキルの習得の為、支援者がフォ

ローしながら「自分で出来た」の成功体験を積める

ように配慮している。

関係機関との密な情報共有、連携または地

域との交流の場を持つなどの機会の未実

施。

当事業者から積極的な関わりを持てておらず、受け

身の状態である。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者様対象のイベントや研修会、交流会

の未実施。

実施にあたり運営企画に要する時間の確保が難し

い。経験不足によりどのような手順で進めていくか

が明確になっていない。

保護者様への事業所運営に対する情報発信

や細やかな情報共有の不足。

現状の事業所の取り組みをしっかりとお伝えする体

制が整っていない。どのような事をお伝えするかを

しっかり把握できていない。

2024/11/11

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2024/12/28

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 合同会社　どんぐり　ころころ児童ディ

○保護者評価実施期間 2024/11/1

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


